
木材防腐剤の性能を調べる

　はじめに
　最近，遊具やストリートファニチャーなど，屋

外で木材を利用する例が増えてきました。屋外で

木材を使用する場合には，屋内と異なり直接風雨
にさらされることになりますので，防腐処理の効

果を確実に保持することが求められています。

　現在日本で使用されている木材防腐剤の主流は

ＣＣＡと呼ばれるクロム・銅・ヒ素系の化合物で
すが，廃材の処理などに環境上の問題があります。

そのため，ＣＣＡにかわる木材防腐材が，いくつ

か開発されていますが，道産材に適用したときの

効力は不明なためそれらの効力を評価する必要が
あります。そこで，ここでは木材防腐剤の性能評

価の方法について紹介することにします。

　強制腐朽試験による評価
　木材を腐らせるのはキノコなどの微生物です。

したがって木材の腐朽を阻止するためには，微生

物が生育できない状況を作れば良いのです。
　微生物の生育を阻害する薬品はたくさんありま

すが，それらの薬品が必ずしも木材防腐剤として

使えるとは限りません。また，木材防腐剤として

使用するためには，長い間，効力を失わないこと
も大切な条件です。

　そこで，実際に木材を処理し，どれだけキノコ

による腐朽を抑制し，かつ，その効力が持続する

かなどを調べる必要があります。
　日本の場合，その試験方法が日本工業規格（Ｊ

ＩＳ）および日本木材保存協会規格（ＪＷＰＡ）

に規定されており，多くの場合，これらの試験法
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写真１  強制腐朽試験（ＪＩＳ法）

に準じて木材防腐剤の性能を評価します。

ＪＩＳ法もＪＷＰＡ法も基本的には防腐処理し

た小さな木片を単一の腐朽菌によっで強制的に腐

らせる強制腐朽試験といえます（写真１）。ＪＩ

Ｓ法は．注入処理用木材防腐剤を，ＪＷＰＡ法は

塗布・吹き付け・浸せき用木材防腐剤を対象とし

たもので，表１に示すように試験片の形状や耐候

操作（処理材が，雨水，高温にさらされることを

考慮した試験）の方法などが異なります。

　防腐剤の効力は両者とも，下記の式で計算され

る重量（ＪＩＳでは質量）減少率と呼ばれる値で

評価されます。

　これは防腐処理木材を強制的に腐朽した後，ど
れだけ重量が減ったかを，もとの重量を100％と
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して表したものです。防

腐処理をしていない木材

では，ふつう20～60％の

重量減少がみられます。

この値が低ければ低いほ

ど防腐効力があると考え

られます。

　一般に木材隣腐剤の性

能基準には，重量減少率

のほかに，処理材着火性

・鉄腐食性・吸湿性ある

いは薬剤自体の毒性など

が加わります。それらの

データは，直接防腐性能
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　　　表１  ＪＩＳ法とＪＷＰＡ法の相違点

＊：普通の条件で計量した場合，質量減少率と重量減少率は同じ値となる。

と関係ありませんので，
ここでは説明を省きますが，それらが基準に達し
なければ木材防腐剤として認められません。
　以上のようなＪＩＳ法およびＪＷＰＡ法によっ
て得られたデータは，実験室内という限定的なも
のです。自然界では単一のキノコのみによる腐朽
は考えられず，細菌・カビ・キノコが相乗的に腐
朽を進めるものと考えられます。
　そこで，実際に自然状態でどれだけの耐朽性を
付与できるのかを以下に述べるような，野外試験
を行って判断しなければなりません。

　野外試験による評価
　野外試験の方法には，特に定まった規格がある
わけではありません。基本的には，その木材が実
際に使用される条件で何年もつのかが分かればよ
いわけです。最もよく用いられるのは野外杭試験
とよばれるもので，適当な大きさの杭を土壌中に
半分埋没させて，何年もつかを目視観察によって
判断するものです（写真２）。
　野外杭試験によって得られた耐用年数は信頼の
おけるものですが，設置されている地方の気温・
降水量あるいは土壌の性状などによって，微妙に
違ってきます。また，結果を得るまで非常に長い
年月を必要としますので，最近では次に述べる促
進腐朽試験の手法が検討されています。

　　　　写真２　野外杭試験（林産試験場内）

　促進腐朽試験
　促進腐朽試験は，実験室内で温度と湿度を高く
設定して土壌中の微生物の活性を高め，野外杭試
験よりも速く，しかも安定した条件で耐用年数を
予測するものです。ここでは林産試験場で行った
促進腐朽試験の例を述べます。
　（ａ）促進腐朽試験の設定
　促進腐朽試験を行うための腐朽槽にはポリプロ
ピレン製の槽（56×80×48cm）を用いました。こ
の槽に下から順に砂利５cm、砂５cm、畑土20cmを
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　写真3　促進腐朽試験

図1　   無処理材の腐朽の経時変化

図2－1  被害度と重量減少率との関係

図2－2　被害度と曲げ強さとの関係
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満たし，カラマツ・トドマツの辺材および心材の

ステーク（１×１×20cm）を長さの半分まで埋め

込みました（写真３）。これを温度28±２℃，湿

度90±５％の恒温恒湿室に設置し，２か月ごとに

目視による観察を行いました。さらに12か月後に

引き抜き，重量減少率を求めるとともに，曲げ強

さを測定しました。

　（b）促進腐朽試験の結果

　防腐処理を行っていない材の目視観察による平

均被害度の変化を図１に示します。被害度が大き

くなれば腐朽の程度も大きくなると考えてくださ

い。野外抗議験では平均被害度が2．5を超えた時

点を耐用年数としており，無処理材の耐用年数は

２～３年とされています。今回行った促進腐朽試

験では被害度が２.５を超えるのに５～10か月と，

野外の約３倍以上の速度で腐朽が進んでいます。

さらに図２－１，２に被害度と重量減少率および

曲げ強さとの関係を示します。被害度が大きくな

れば重量減少も増え，強度も落ちてきます。この

ことから，目視で評価した被害度が腐朽の状態を

適切に表わしているものと考えられます。

　このように，促進腐朽試験の手法を用いれば，

野外抗議験よりも速く木材防腐剤の性能評価を行

うことが可能です。また，目視による観察を行う

ことによって，連続的に腐朽の程度を観察するこ
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　　　　　表2　木材防腐剤の性能評価方法の比較とができます。

　まとめ

　木材防腐剤の性能評価の方法

として強制腐朽試験，野外試

験，促進腐朽試験の３つの試験

法を紹介しました。その特徴を

表２に示します。それぞれ一長

一短があり，どの試験法がよい

とは言い切れません。

　最近，ＪＩＳおよびＪＷＰＡ

が改正され，特に耐候操作が厳

しくなりました。これは屋外での使用を想定して
より高い信頼牲を求めるものです。より信頼性の
高いデータを得るためには，これらの試験法を組

み合せて，適切な性能評価を行うことが必要であ
ると考えられます。
　　　　　　　（林産試験場　耐久性能科）


